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(57)【要約】
　グループ通信セッション参加者が、自分のコンピュー
ティングデバイスが他のグループ通信セッション参加者
から受信されたメディアをメディアの送信者の識別情報
に基づいてハンドリングする/レンダリングする方法を
指定することを可能にするフレームワークが提供される
。様々な実施形態は、グループ通信参加者が自分のコン
ピューティングデバイスの様々なインターフェース上で
のメディアの表示を受信されたメディアのタイプと受信
されたメディアに関連付けられた送信者ID(すなわち、
発話者ID)の両方に基づいて管理することを可能にする
。一実施形態では、ユーザは、グループ通信セッション
中にメディアハンドリング設定を動的に切り替えること
が可能になり得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グループ通信セッション中にコンピューティングデバイス上でのメディアの表示を管理
するための方法であって、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内でメディアデータ
を受信するステップであって、前記メディアデータが、前記メディアの送信者の識別子(
送信者ID)および前記メディアの表示に有用なデータを含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップと、
　前記識別された表示ルールに基づいて、前記メディアを表示するための前記コンピュー
ティングデバイスのインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースを介して前記メデ
ィアを表示するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータのメディアタイプ
を識別するステップをさらに含み、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップが、前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDおよび前記メディア
タイプに関連付けられた表示ルールを識別するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記表示ルールがユーザ構成可能であり、前記方法が、
　ユーザ入力を受信するステップと、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザ入力を受信するステップおよび前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成
するステップが、前記グループ通信セッション中に遂行される、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記インターフェースが、ディスプレイ、イヤホン、スピーカホン、ポート、アプリケ
ーション、および補助デバイスのうちの1つまたは複数である、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記選択
されたインターフェースの指示を記憶するステップと、
　前記選択されたインターフェースの前記記憶された指示に少なくとも部分的に基づいて
、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示ルールを生成するステップと、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するステップであって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の識
別子(別の送信者ID)を含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するステップと、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
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新しいメディアを表示するステップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項７】
　前記メディアタイプが、ピクチャ、テキストメッセージ、ビデオ、サウンド、多目的イ
ンターネットメール拡張(MIME)、解像度、フォーマット、およびファイル拡張子のうちの
1つまたは複数である、請求項2に記載の方法。
【請求項８】
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記
コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るステップを
さらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記コンピューテ
ィングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るステップをさらに含む、
請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　コンピューティングデバイスであって、
　グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内でメディアデータを受
信するための手段であって、前記メディアデータが、メディアの送信者の識別子(送信者I
D)および前記メディアの表示に有用なデータを含む、手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDを識別するための手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するための手段と、
　前記識別された表示ルールに基づいて、前記メディアを表示するための前記コンピュー
ティングデバイスのインターフェースを選択するための手段と、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースを介して前記メデ
ィアを表示するための手段と
を備えるコンピューティングデバイス。
【請求項１１】
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータのメディアタイプ
を識別するための手段をさらに備え、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するための手段が、前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDおよび前記メディ
アタイプに関連付けられた表示ルールを識別するための手段を備える、
請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１２】
　前記表示ルールがユーザ構成可能であり、前記コンピューティングデバイスが、
　ユーザ入力を受信するための手段と、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するための手段と
をさらに備える、請求項11に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１３】
　ユーザ入力を受信するための手段が、前記グループ通信セッション中にユーザ入力を受
信するための手段を備え、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するための手段が、前記グループ通信
セッション中に前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するための手段を備える
、請求項12に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１４】
　前記インターフェースが、ディスプレイ、イヤホン、スピーカホン、ポート、アプリケ
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ーション、および補助デバイスのうちの1つまたは複数である、請求項13に記載のコンピ
ューティングデバイス。
【請求項１５】
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記選択
されたインターフェースの指示を記憶するための手段と、
　前記選択されたインターフェースの前記記憶された指示に少なくとも部分的に基づいて
、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示ルールを生成するための手段と
、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するための手段であって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の
識別子(別の送信者ID)を含む、手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するための手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するための手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するための手段と、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するための手段と、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
新しいメディアを表示するための手段と
をさらに備える、請求項11に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１６】
　前記メディアタイプが、ピクチャ、テキストメッセージ、ビデオ、サウンド、多目的イ
ンターネットメール拡張(MIME)、解像度、フォーマット、およびファイル拡張子のうちの
1つまたは複数である、請求項11に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１７】
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記
コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るための手段
をさらに備える、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１８】
　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記コンピューテ
ィングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るための手段をさらに備え
る、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１９】
　コンピューティングデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内でメディアデータを受
信するステップであって、前記メディアデータが、メディアの送信者の識別子(送信者ID)
および前記メディアの表示に有用なデータを含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップと、
　前記識別された表示ルールに基づいて、前記メディアを表示するための前記コンピュー
ティングデバイスのインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースを介して前記メデ
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ィアを表示するステップと
を含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、コンピューティング
デバイス。
【請求項２０】
　前記プロセッサが、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータのメディアタイプ
を識別するステップをさらに含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成さ
れ、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップが、前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDおよび前記メディア
タイプに関連付けられた表示ルールを識別するステップを含む、請求項19に記載のコンピ
ューティングデバイス。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、前記表示ルールがユーザ構成可能であるように、プロセッサ実行可
能命令で構成され、
　前記プロセッサが、
　ユーザ入力を受信するステップと、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップと
をさらに含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項20に記
載のコンピューティングデバイス。
【請求項２２】
　前記プロセッサが、ユーザ入力を受信するステップおよび前記ユーザ入力に応答して前
記表示ルールを構成するステップが前記グループ通信セッション中に遂行されるように、
プロセッサ実行可能命令で構成される、請求項21に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、前記インターフェースが、ディスプレイ、イヤホン、スピーカホン
、ポート、アプリケーション、および補助デバイスのうちの1つまたは複数であるように
、プロセッサ実行可能命令で構成される、請求項22に記載のコンピューティングデバイス
。
【請求項２４】
　前記プロセッサが、
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記選択
されたインターフェースの指示を記憶するステップと、
　前記選択されたインターフェースの前記記憶された指示に少なくとも部分的に基づいて
、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示ルールを生成するステップと、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するステップであって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の識
別子(別の送信者ID)を含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するステップと、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
新しいメディアを表示するステップと
をさらに含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項20に記
載のコンピューティングデバイス。
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【請求項２５】
　前記プロセッサが、前記メディアタイプが、ピクチャ、テキストメッセージ、ビデオ、
サウンド、多目的インターネットメール拡張(MIME)、解像度、フォーマット、およびファ
イル拡張子のうちの1つまたは複数であるように、動作を実行するためのプロセッサ実行
可能命令で構成される、請求項20に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２６】
　前記プロセッサが、
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記
コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るステップを
さらに含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項19に記載
のコンピューティングデバイス。
【請求項２７】
　前記プロセッサが、
　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記コンピューテ
ィングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るステップをさらに含む動
作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項19に記載のコンピュー
ティングデバイス。
【請求項２８】
　グループ通信セッション中にコンピューティングデバイス内でメディアデータを受信す
るステップであって、前記メディアデータが、メディアの送信者の識別子(送信者ID)およ
び前記メディアの表示に有用なデータを含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップと、
　前記識別された表示ルールに基づいて、前記メディアを表示するための前記コンピュー
ティングデバイスのインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースを介して前記メデ
ィアを表示するステップと
を含む動作をプロセッサに実行させるように構成されたプロセッサ実行可能命令を記憶し
た非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータのメディアタイプ
を識別するステップをさらに含む動作をプロセッサに実行させるように構成され、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップが、前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDおよび前記メディア
タイプに関連付けられた表示ルールを識別するステップを含む、請求項28に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記表示ルールがユーザ構成可能であるよ
うに、動作をプロセッサに実行させるように構成され、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　ユーザ入力を受信するステップと、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップと
をさらに含む動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項29に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３１】



(7) JP 2016-505224 A 2016.2.18

10

20

30

40

50

　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、ユーザ入力を受信するステップおよび前記
ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップが前記グループ通信セッション
中に遂行されるように、動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項30に記
載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記インターフェースが、ディスプレイ、
イヤホン、スピーカホン、ポート、アプリケーション、および補助デバイスのうちの1つ
または複数であるように、動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項31に
記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記選択
されたインターフェースの指示を記憶するステップと、
　前記選択されたインターフェースの前記記憶された指示に少なくとも部分的に基づいて
、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示ルールを生成するステップと、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するステップであって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の識
別子(別の送信者ID)を含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するステップと、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
新しいメディアを表示するステップと
をさらに含む動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項29に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３４】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記メディアタイプが、ピクチャ、テキス
トメッセージ、ビデオ、サウンド、多目的インターネットメール拡張(MIME)、解像度、フ
ォーマット、およびファイル拡張子のうちの1つまたは複数であるように、動作をプロセ
ッサに実行させるように構成される、請求項29に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒
体。
【請求項３５】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記
コンピューティングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るステップを
さらに含む動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時的
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するための前記コンピューテ
ィングデバイスの前記選択されたインターフェースの指示を送るステップをさらに含む動
作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時的コンピュータ
可読記憶媒体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、グループ通信における動的な発話者ＩＤに基づくメディア処理のためのフレ
ームワークおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　参加者(すなわち、ユーザ)がグループ通信セッションに参加することを可能にする、ス
マートフォン、タブレットコンピュータ、およびラップトップコンピュータなどのコンピ
ューティングデバイスは、メディアを参加者に表示するための複数のインターフェースを
含み得る。例示的なインターフェースは、デバイスのディスプレイ、デバイスのイヤホン
(すなわち、RJ10標準ヘッドホンジャック)ポートに接続されたイヤホンまたは外部スピー
カ、スピーカホンスピーカ、電話スピーカ、デバイスのBluetooth(登録商標)ポートへのB
luetooth(登録商標)接続によって接続されたイヤーピース、およびデバイスのユニバーサ
ルシリアルバス(「USB」)ポートへのUSB接続によって接続された外部投影ディスプレイを
含む。現行のグループ通信セッションでは、オーディオデータ、ピクチャ、ビデオ、およ
びテキストメッセージなどの様々な異なるタイプのメディアは、グループ通信セッション
中に参加者(すなわち、ユーザ)間で交換され得る。
【０００３】
　現行のコンピューティングデバイスは、メディアの送信者の識別情報を考慮せずに、グ
ループ通信セッションで受信されたすべてのメディアを同じように処理する。送信者に関
係なく、現行のデバイスは、メディアタイプのみに基づいて、すべての受信されたメディ
アをデフォルトのまたは単一ユーザが選択したインターフェース(たとえば、Bluetooth(
登録商標)イヤーピースまたはデバイスディスプレイ)に提供する。たとえば、グループ通
信セッション中に受信された任意のピクチャまたはテキストメッセージは、そのピクチャ
またはテキストメッセージの送信者の識別情報にかかわらず、デバイスのディスプレイス
クリーンなどのデフォルトのディスプレイに提供される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　様々な実施形態のシステム、方法、およびデバイスは、グループ通信セッションに参加
するコンピューティングデバイスのユーザが、自分のモバイルデバイスが他のグループ通
信セッション参加者から受信されたメディアをメディアの送信者の識別情報に基づいてハ
ンドリングする/レンダリングする方法を指定することを可能にするフレームワークを提
供する。様々な実施形態は、グループ通信参加者が自分のコンピューティングデバイスの
様々なインターフェース上でのメディアの表示を受信されたメディアのタイプと受信され
たメディアに関連付けられた送信者ID(すなわち、発話者ID)の両方に基づいて管理するこ
とを可能にする。一実施形態では、ユーザは、グループ通信セッション中にメディアハン
ドリング設定を動的に切り替えることが可能になり得る。
【０００５】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付の図面は、本発明の例示的な実
施形態を示しており、上記の概略的な説明および下記の詳細な説明とともに、本発明の特
徴について説明するのに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】様々な実施形態とともに使用するのに適したネットワークの通信システムブロッ
ク図である。
【図２】グループ通信セッション中にコンピューティングデバイス上でのメディアの表示
を管理するための一実施形態方法を示すプロセスフロー図である。
【図３】送信者IDおよびメディアタイプに基づいてコンピューティングデバイス上でのメ
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ディアの表示を管理するための一実施形態方法を示すプロセスフロー図である。
【図４】表示ルールルックアップテーブルの潜在的な要素を示すデータ構造図である。
【図５】グループ通信セッション中に表示ルールのユーザ構成を可能にするための一実施
形態方法を示すプロセスフロー図である。
【図６】グループ通信セッション中にインターフェース変更に応答して表示ルールを再構
成するための一実施形態方法を示すプロセスフロー図である。
【図７】コンピューティングデバイスによってメディアの以前の表示に基づいて表示ルー
ルを動的に更新するための一実施形態方法を示すプロセスフロー図である。
【図８】様々な実施形態とともに使用するのに適した例示的なモバイルデバイスの構成要
素図である。
【図９】様々な実施形態とともに使用するのに適した別の例示的なモバイルデバイスの構
成要素図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　様々な実施形態について添付の図面を参照しながら詳細に説明する。可能な限り、同じ
参照番号は、図面全体にわたって同じまたは同様の部分を指すために使用される。具体的
な例および実装形態への言及は説明を目的とし、本発明の範囲または特許請求の範囲を限
定するものではない。
【０００８】
　「例示的な」という言葉を、「例、事例、または例示として機能すること」を意味する
ように本明細書では使用する。本明細書で「例示的な」と記載されるいかなる実装形態も
、他の実装形態よりも好ましいか、または有利であると必ずしも解釈されるべきではない
。
【０００９】
　本明細書で使用される場合、「モバイルデバイス」、「コンピューティングデバイス」
、および「参加者デバイス」という用語は、セルラー電話、スマートフォン、パーソナル
またはモバイルマルチメディアプレーヤ、携帯情報端末(PDA)、ラップトップコンピュー
タ、タブレットコンピュータ、スマートブック、パームトップコンピュータ、ワイヤレス
電子メール受信機、マルチメディアインターネット対応セルラー電話、ワイヤレスゲーム
コントローラ、ならびに、グループ通信セッションに参加し、他のグループ通信セッショ
ン参加者から受信されたメディアをハンドリングする/レンダリングするためのプログラ
ム可能プロセッサおよびメモリおよび回路を含む、同様のパーソナル電子デバイスのうち
の、任意の1つまたはすべてを指すように、本明細書では交換可能に使用される。
【００１０】
　様々な実施形態は、グループ通信セッション参加者が、自分のコンピューティングデバ
イスが他のグループ通信セッション参加者から受信されたメディアをメディアの送信者の
識別情報に基づいてハンドリングする/レンダリングする方法を指定することを可能にす
るフレームワークを提供する。様々な実施形態は、グループ通信参加者が自分のコンピュ
ーティングデバイスの様々なインターフェース上でのメディアの表示を受信されたメディ
アのタイプと受信されたメディアに関連付けられた送信者ID(すなわち、発話者ID)の両方
に基づいて管理することを可能にする。一実施形態では、ユーザは、グループ通信セッシ
ョン中にメディアハンドリング設定を動的に切り替えることが可能になり得る。
【００１１】
　一実施形態では、グループ通信(たとえば、グループ音声またはビデオ呼)参加者は、グ
ループ通信セッションにおいて他のユーザから受信されたメディアの処理をユーザごとに
指定するルールを確立することができる。グループ通信セッションにおいて、各参加者に
は、参加者の電話番号(すなわち、発呼者ID)、コンピューティングデバイスのMAC ID、ま
たはグループ通信サーバによって割り当てられたIDなどの一意のユーザID(すなわち、発
話者ID)が割り当てられ得る。グループ通信セッション中に、各ユーザIDは、メディアを
他の参加者に送信するために使用されるセッション中(in-session)シグナリングに添付さ
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れ得る。したがって、グループ通信セッションにおいて、メディアデータが送信者によっ
て送られるとき、送信者のユーザIDはメディアデータとともに含まれ得る(すなわち、送
信されるときに、送信者IDがメディアデータに与えられる)。様々な実施形態は、受信者
のコンピューティングデバイスが特定の送信者IDから(すなわち、グループ通信セッショ
ン内の特定の参加者から)受信されたメディアをどのように表示するかを受信者が管理す
ることを可能にするために、グループ通信セッション中にメディアとともに受信された送
信者IDを活用する。
【００１２】
　一実施形態では、グループ呼参加者は、自分のコンピューティングデバイス上で、受信
されたメディアのタイプおよび送信者IDに依存するメディア表示ルールを確立することが
できる。一実施形態では、表示ルールは、コンピューティングデバイスによって実行され
るべきアクションを指定して、特定の送信者IDから受信されたメディアを表示する(また
は無視する)ことができる。一実施形態では、表示ルールは、ディスプレイ、イヤホン、
スピーカホン、ポート、アプリケーション、補助デバイスなどの、メディアを表示するの
に使用されるべきインターフェースを指定することができる。一例として、ユーザAのコ
ンピューティングデバイス上で確立された表示ルールは、視覚メディア(たとえば、写真
またはビデオクリップ)がユーザBに関連付けられた送信者IDとともに受信されたときに、
ユーザAのコンピューティングデバイスの標準ディスプレイ上で画像が表示されるべきで
あることを指定することができる。別の例として、ユーザAのコンピューティングデバイ
ス上で確立された表示ルールは、可視メディアがユーザCに関連付けられた送信者IDとと
もに受信されたときに、接続された外部プロジェクタなどの接続された補助ディスプレイ
デバイス上で画像が表示されるべきであることを指定することができる。このようにして
、ユーザAは、受信されたメディアとともに含まれる送信者IDを使用して、ユーザBから受
信されたメディアがユーザCから受信されたメディアとは異なるデバイス上で表示される
ことを指定することができる。第3の例として、ユーザAのコンピューティングデバイス上
で確立された表示ルールは、他の参加者からのオーディオがBluetooth(登録商標)イヤー
ピース上で再生されるべきである一方で、ユーザDから受信された可聴メディアがスピー
カホン上で再生されるべきであることを指定することができる。
【００１３】
　様々な実施形態では、表示ルールはメディアタイプに依存してもよく、表示モダリティ
は送信者IDとメディアタイプの両方に基づいて指定されてもよい。したがって、ピクチャ
およびビデオは、個々の送信者に対して異なるディスプレイ上で表示されてもよく、ビデ
オからのサウンドはあるスピーカ上でレンダリングされてもよく、一方、電話呼サウンド
は別のスピーカによってレンダリングされてもよい。メディアタイプは、受信されたメデ
ィアに関連付けられた、任意の関連のある特性および/またはメタデータに基づいて定義
されてもよく、この特性および/またはメタデータは、これらのカテゴリのメディアのハ
ンドリング/レンダリングを管理するメディアのカテゴリおよび表示ルールを区別するた
めに活用され得る。メディアタイプは、ピクチャ、テキストメッセージ、ビデオ、サウン
ド、多目的インターネットメール拡張(MIME)、解像度、フォーマット、ファイル拡張子な
どを含み得る。
【００１４】
　一実施形態では、コンピューティングデバイスは、送信者ID、メディアタイプ、および
表示ルールを識別し、送信者IDおよびメディアタイプを表示ルールに適用することに基づ
いて選択されたインターフェースを介して、受信されたメディアデータを表示することが
できる。一例として、ユーザA、B、C、D、およびEはグループ通信セッション内にいても
よい。グループ通信セッション中のシグナリングの一部として、グループ通信サーバは、
ユーザの各々の送信者ID(各デバイスの電話番号など)をユーザA、B、C、D、およびEに提
供し得る。グループ通信セッション中に、ユーザBはメディアデータをグループセッショ
ン内の他のユーザA、C、D、およびEに送ることができ、ユーザAのコンピューティングデ
バイスはそのメディアデータをグループ通信サーバから受信することができる。ユーザA
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のコンピューティングデバイスは、受信されたメディアデータに関連付けられた送信者ID
(すなわち、発話者ID)を識別することができる。ユーザAのコンピューティングデバイス
は、メディアデータ自体に含まれるヘッダデータなどから送信者IDを識別することができ
る。一例として、ユーザBによって送られたメディアデータは、メディアヘッダデータに
ユーザBの送信者IDを含み得る。別の実施形態では、ユーザAのコンピューティングデバイ
スは、メディアデータの受信前または受信中に受信されたグループ通信サーバからのシグ
ナリングに基づいて、送信者IDを識別することができる。ユーザAのコンピューティング
デバイスは、受信されたメディアデータのメディアタイプを識別することができる。一実
施形態では、ユーザAのコンピューティングデバイスは、メディアタイプを示すファイル
拡張子のヘッダ情報などの、受信されたメディアデータのデータパケット内の情報に基づ
いて、受信されたメディアデータのメディアタイプを識別することができる。一例として
、ユーザAのコンピューティングデバイスは、受信されたメディアデータ内のヘッダ情報
またはファイル拡張子(たとえば、.gif、.jpgなど)に基づいて、受信されたメディアタイ
プがピクチャであることを識別することができる。ユーザAのコンピューティングデバイ
スは、識別された送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別し、識別された表示ルール
に基づいて、ユーザAのコンピューティングデバイスのインターフェースを選択すること
ができる。一実施形態では、送信者ID、メディアタイプ、および表示ルールを相関させる
ルックアップテーブルは、ユーザAのコンピューティングデバイスのメモリに記憶されて
もよく、ユーザAのコンピューティングデバイスは、識別された送信者IDおよびメディア
タイプに対応するルックアップテーブル内のエントリを見つけることによって、送信者ID
およびメディアタイプに関連付けられた表示ルールを識別することができる。一実施形態
では、表示ルールは、受信されたメディアが各送信者IDおよびメディアタイプに対してレ
ンダリングされるべきインターフェースを示すことができる。一実施形態では、表示ルー
ルは、受信されたメディアが各送信者IDおよびメディアタイプに対して並行してレンダリ
ングされるべき2つ以上のインターフェースを示すことができる。
【００１５】
　ユーザBのコンピューティングデバイスがピクチャを送った場合、ユーザAのコンピュー
ティングデバイスは、ルックアップテーブルを使用して、ユーザBの送信者IDから受信す
るピクチャタイプメディアデータに対応する表示ルール1を識別することができる。表示
ルール1は、ユーザBからのピクチャがユーザAのコンピューティングデバイスのメインデ
ィスプレイ上のみで表示されるべきであることを示すことができる。応答して、ユーザA
のコンピューティングデバイスは、受信されたメディアデータの表示のためにメインディ
スプレイを選択することができる。ユーザAのコンピューティングデバイスは、選択され
たインターフェースを介して、受信されたメディアデータを表示することができる。
【００１６】
　一実施形態では、各参加者のそれぞれのコンピューティングデバイスに対する表示ルー
ルは、その参加者によってグループ通信セッション中に動的に変更され得る。一実施形態
では、グループ通信セッション中に、参加者のコンピューティングデバイスは、グループ
通信セッションが進行するにつれて参加者が以前に確立された表示ルールを適用および修
正することを可能にするグラフィカルユーザインターフェースを表示することができる。
実施形態は、ユーザがユーザおよびメディアタイプの表示ルールを容易に設定することを
可能にするユーザインターフェースを含み得る。一実施形態では、表示ルールは、関連す
る送信者IDなしにメディアが受信されたときのメディアの制御を可能にすることができる
。一例として、表示ルールは、送信者IDを受信されたメディアに関連付けることができな
いときに、メインディスプレイ上などの、デフォルトの表示フォーマットを提供すること
ができる。
【００１７】
　一実施形態では、表示ルールは、ユーザが段階的なメディアハンドリング設定を作成す
ることを可能にする複数シナリオルールであってもよい。複数シナリオルールは、参加者
デバイス設定、接続された周辺デバイス、グループ通信設定などを含む2つ以上の要因に
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基づいてメディアハンドリングを優先するユーザ定義ルールであってもよい。一例として
、複数シナリオルールは、イヤーピースが存在するときは、受信されたオーディオメディ
アは接続されたイヤーピースで再生されることになっているが、イヤーピースが存在しな
いときは、オーディオメディアは再生されるべきではないことを示すことができる。
【００１８】
　一実施形態では、受信側参加者デバイスは、受信されたメディアが受信側参加者デバイ
スによってどのように表示されたかを示す情報を他のグループ通信メンバーに送ることが
できる。一例として、受信側参加者デバイスは、ビデオクリップが表示された解像度の指
示を送ることができる。メディアがどのように表示されたかの指示は、発信デバイスのみ
に送られるか、グループ通信メンバーデバイスの一部分に送られてもよく、またはすべて
のグループ通信メンバーデバイスに送られてもよい。
【００１９】
　一実施形態では、表示ルールは、参加者デバイスによってメディアの以前の表示に基づ
いて動的に更新され得る。このようにして、過去の表示に基づいて将来の表示を修正する
ために機械学習技法が表示ルールに適用され得る。
【００２０】
　図1は、様々な実施形態とともに使用するのに適したワイヤレスネットワークシステム1
00を示す。コンピューティングデバイス102、103、および104ならびにワイヤレス送信機/
受信機106は、一緒にワイヤレスデータネットワーク108を構成する。ワイヤレスデータネ
ットワーク108を使用して、データは、コンピューティングデバイス102、103、および104
とワイヤレスセルタワーすなわち基地局106との間でワイヤレスに送信され得る。コンピ
ューティングデバイス102、103、および104とワイヤレスセルタワーすなわち基地局106と
の間の送信は、Wi-Fi、CDMA、TDMA、GSM(登録商標)、PCS、G-3、G-4、LTE、または任意の
他のタイプの接続を含む任意のセルラーネットワークによるものであってもよい。ワイヤ
レスネットワーク108は、インターネット112に接続するルータ110と通信していてもよい
。このようにして、データは、当技術分野でよく知られている方法によって、ワイヤレス
ネットワーク108およびルータ110を介してインターネット112上で、コンピューティング
デバイス102、103、および104からサーバ114に送信され、サーバ114からコンピューティ
ングデバイス102、103、および104に送信され得る。様々な実施形態はワイヤレスネット
ワークとともに特に有用であるが、実施形態はワイヤレスネットワークに限定されず、方
法に対する変更なしに有線ネットワーク上に実装することもできる。
【００２１】
　図2は、グループ通信セッション中にコンピューティングデバイス上でのメディアの表
示を管理するための一実施形態方法200を示す。一実施形態では、方法200の動作は、コン
ピューティングデバイス(たとえば、スマートフォン)のプロセッサによって実行され得る
。ブロック201で、コンピューティングデバイスプロセッサは、グループ通信セッション
に参加することができる。グループ通信セッションは、2つ以上のユーザデバイスがグル
ープ音声呼、グループデータ呼、プッシュツートークグループセッション、プッシュツー
シェアグループセッションなどを含むメディアデータを交換することができる任意のタイ
プの通信セッションであってもよい。一実施形態では、グループ通信セッションに参加す
ることの一部として、コンピューティングデバイスプロセッサは情報をグループ通信サー
バと交換することができる。グループ通信セッションにおいて、グループ通信内の各参加
者には、コンピューティングデバイスの電話番号(すなわち、発呼者ID)、コンピューティ
ングデバイスのMAC ID、またはグループ通信サーバによって割り当てられたIDなどのユー
ザ識別情報(ユーザID)(すなわち、発話者ID)が割り当てられ得る。グループ通信セッショ
ン中に、各ユーザIDは、メディアをグループ通信内の他の参加者に送信するために使用さ
れるセッション中シグナリングに添付され得る。グループ通信内の参加者がメディアデー
タを送るとき、送信側参加者のユーザIDは送信者の識別子(「送信者ID」)であってもよい
。ブロック202で、コンピューティングデバイスプロセッサは、送信者の識別子(「送信者
ID」)を含むメディアデータを受信することができる。一実施形態では、送信者IDは、受
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信されたメディアデータに関連付けられたヘッダ情報に含まれ得る。別の実施形態では、
送信者IDは、メディアデータ受信の準備中にコンピューティングデバイスによって受信さ
れた初期メッセージングに含まれ得る。ブロック204で、コンピューティングデバイスプ
ロセッサは、受信されたメディアデータに関連付けられた送信者IDを識別することができ
る。例として、コンピューティングデバイスプロセッサは、メディアデータに含まれるヘ
ッダ情報を調べるおよび/またはメディアデータ受信の一部として受信された初期メッセ
ージを調べることによって、受信されたメディアデータに関連付けられた送信者IDを識別
することができる。
【００２２】
　判断ブロック206で、コンピューティングデバイスプロセッサは、表示ルールが識別さ
れた送信者IDに関連付けられているかどうかを識別することができる。一実施形態では、
表示ルールを識別することは、送信者IDを、送信者IDおよび表示ルールを相関させるデー
タテーブルと比較して、送信者IDがデータテーブル内にリストされているかどうかを判断
することを含み得る。別の実施形態では、表示ルールは、コンピューティングデバイスの
メモリ内にあるアドレス帳内の連絡先に関連付けられ得、表示ルールを識別することは、
送信者IDがアドレス帳エントリに対応するかどうかを識別すること、およびアドレスエン
トリが表示ルールを含むかどうかを識別することを含み得る。表示ルールが送信者IDに関
連付けられていない(すなわち、判断ブロック206=「No」)場合、ブロック208で、コンピ
ューティングデバイスプロセッサは、コンピューティングデバイスのデフォルトのインタ
ーフェース上でメディアを表示することができる。一例として、デフォルトのインターフ
ェースは、ディスプレイ、イヤホン、スピーカホン、ポート、アプリケーション、または
表示ルールが識別されなかったときに受信されたメディアが出力されることになるコンピ
ューティングデバイスに接続された補助デバイスのうちの1つまたは複数であってもよい
。
【００２３】
　表示ルールが送信者IDに関連付けられている(すなわち、判断ブロック206=「Yes」)場
合、ブロック210で、コンピューティングデバイスプロセッサは、識別された表示ルール
に基づいて、メディアを表示するためのコンピューティングデバイスのインターフェース
を選択することができる。一実施形態では、表示ルールは、メディアをハンドリングする
ための1つのアクションを直接確立するユニタリシナリオルールであってもよい。一例と
して、表示ルールは、メディアがコンピューティングデバイスのメインディスプレイ上で
表示されるべきであることを示すことができる。別の例として、表示ルールは、メディア
がプロジェクタなどの補助接続デバイスに送られるべきであることを示すことができる。
さらなる例として、表示ルールは、メディアがコンピューティングデバイスのメインディ
スプレイおよびセカンダリディスプレイ上で同時に表示されるべきであることを示すこと
ができる。さらなる実施形態では、表示ルールは、ユーザが段階的なメディアハンドリン
グ設定を作成することを可能にする複数シナリオルールであってもよい。複数シナリオル
ールは、参加者デバイス設定、接続された周辺デバイス、グループ通信設定などを含む2
つ以上の要因に基づいてメディアハンドリングを優先するユーザ定義ルールであってもよ
い。一例として、複数シナリオルールは、イヤーピースが存在するときは、受信されたオ
ーディオメディアは接続されたイヤーピースで再生されることになっているが、イヤーピ
ースが存在しないときは、オーディオメディアは再生されるべきではないことを示すif-t
henタイプのルールであってもよい。ブロック212で、コンピューティングデバイスプロセ
ッサは、コンピューティングデバイスの選択されたインターフェース上でメディアを表示
することができる。選択されたインターフェースは、ディスプレイ、イヤホン、スピーカ
ホン、ポート、アプリケーション、またはプロジェクタなどの、コンピューティングデバ
イスに接続された補助デバイスのうちの1つまたは複数であってもよい。
【００２４】
　任意選択の実施形態では、任意選択のブロック214で、コンピューティングデバイスプ
ロセッサは、選択されたインターフェースの指示を他のグループ通信セッション参加者に
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送ることができる。一実施形態では、選択されたインターフェースの指示は、インターフ
ェースのタイプ、インターフェースの特性(たとえば、解像度、サイズ、オーディオ性能
周波数特性など)、メディアを表示する際に行われる任意の変更(たとえば、依然としてビ
デオを表示している間はオーディオを再生しない)などを示す情報であってもよい。一実
施形態では、指示は、送信者IDに関連付けられた送信者(すなわち、ユーザ)に関連付けら
れたデバイスのみに送られてもよい。別の実施形態では、指示は、グループ通信セッショ
ンに参加するすべての他のコンピューティングデバイスなどの、グループ通信セッション
に参加するその他のコンピューティングデバイスの一部分に送られてもよい。選択された
インターフェースの指示を送ることは、送信側デバイスが表示ルールに適合するようにメ
ディアの将来の送信をより良く調整することを可能にすることができる。たとえば、送信
者は、メディアクリップが非常に小さいスクリーン上で表示されているという指示を受信
することができ、それに応じて、将来のメディアクリップの解像度を調整することができ
る。
【００２５】
　図3は、方法300では受信されたメディアの表示が送信者IDおよびメディアタイプに基づ
いて管理されることを除いて、図2を参照しながら上記で説明した方法200に類似した一実
施形態方法300を示す。一実施形態では、方法300の動作は、コンピューティングデバイス
(たとえば、スマートフォン)のプロセッサによって実行され得る。上記で説明したように
、ブロック201、202、および204で、コンピューティングデバイスプロセッサは、グルー
プ通信セッションに参加し、グループ通信セッション中に送信者IDを含むメディアデータ
を受信し、受信されたメディアデータに関連付けられた送信者IDを識別する動作を実行す
ることができる。ブロック302で、コンピューティングデバイスプロセッサは、受信され
たメディアデータのメディアタイプを識別することができる。一実施形態では、コンピュ
ーティングデバイスプロセッサは、メディアタイプを示すヘッダ情報またはファイル拡張
子などの、受信されたメディアデータのデータパケット内の情報に基づいて、メディアタ
イプを識別することができる。一例として、コンピューティングデバイスは、ファイル拡
張子(たとえば、.gif、.jpgなど)に基づいて、受信されたメディアデータがピクチャであ
ることを識別することができる。判断ブロック304で、コンピューティングデバイスプロ
セッサは、表示ルールが識別された送信者IDおよび識別されたメディアタイプに関連付け
られているかどうかを識別することができる。一実施形態では、表示ルールを識別するこ
とは、送信者IDを、送信者ID、メディアタイプ、および表示ルールを相関させるデータテ
ーブルと比較して、送信者IDおよびメディアタイプがデータテーブルにリストされている
かどうかを判断することを含み得る。表示ルールが送信者IDおよびメディアタイプに関連
付けられていない(すなわち、判断ブロック304=「No」)場合、上記で説明したように、ブ
ロック208で、コンピューティングデバイスプロセッサは、コンピューティングデバイス
のデフォルトのインターフェース上でメディアを表示することができる。表示ルールが送
信者IDおよびメディアタイプに関連付けられている(すなわち、判断ブロック304=「Yes」
)場合、上記で説明したように、ブロック210で、コンピューティングデバイスプロセッサ
は、識別された表示ルールに基づいて、メディアを表示するためのコンピューティングデ
バイスのインターフェースを選択することができ、ブロック212で、コンピューティング
デバイスプロセッサは、コンピューティングデバイスの選択されたインターフェース上で
メディアを表示することができる。
【００２６】
　図4は、表示ルールルックアップテーブル400の潜在的な要素を示すデータ構造図である
。一実施形態では、表示ルールルックアップテーブル400は、コンピューティングデバイ
スのメモリに記憶され得る。一実施形態では、表示ルールルックアップテーブル400は、
グループ通信セッション中にユーザ構成可能であることを含め、ユーザ構成可能であり得
る。表示ルールルックアップテーブル400は、送信者ID 402、メディアタイプ404、および
表示ルール406を相関させることができる。表示ルールルックアップテーブル400における
送信者ID 402、メディアタイプ404、および表示ルール406間の関連付けは、コンピューテ
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ィングデバイスがグループ通信セッション中のコンピューティングデバイス上でのメディ
アの表示を管理することを可能にすることができる。1人または複数のユーザ、たとえば
、User_B、User_C、User_D、User_E、およびUser_Fについて、Sender_ID 402が含まれ得
る。Sender_ID 402は、同じユーザに対する異なるメディアタイプ404に基づいて異なる表
示ルール406を含むことを可能にするために、異なるユーザについて繰り返され得る。メ
ディアタイプ404は、すべて(All)、オーディオ(Audio)、ビデオ(Video)、またはテキスト
(Text)などの全体的なメディアタイプ指示を含み、および/またはファイルタイプ(たとえ
ば、.gif、.jpg、.wavなど)などの特定のメディアタイプ指示であってもよい。表示ルー
ル406は、「最終アクティブ関連ポート(Last Active Associated Port)」、「メインオー
ディオ出力(Main Audio Output)」、「セカンダリディスプレイ(Secondary Display)」、
「メインディスプレイ(Main Display)」、「IMアプリケーション(IM Application)」、「
出力なし(No Output)」、または「メインディスプレイおよびセカンダリディスプレイ(Ma
in Display and Secondary Display)」などのユニタリルールであってもよい。加えて、
表示ルール406は、「イヤーピース、それ以外の場合は出力なし(Ear Piece, Else No Out
put
)」または「接続された補助デバイス、それ以外の場合はメインディスプレイ(Connected 
Auxiliary Device, Else Main Display)」などの複数シナリオルールであってもよい。
【００２７】
　グループ通信セッション中にメディアデータを受信するコンピューティングデバイスは
、受信されたメディアデータのメディアタイプ404を識別する、受信されたメディアデー
タに関連付けられた送信者ID 402を識別し、表示ルールルックアップテーブル400を使用
して、送信者ID 402およびメディアタイプ404に関連付けられた表示ルール406を識別する
ことができる。一例として、送信者ID 402はUser_Bとして識別され得、メディアタイプ40
4はビデオとして識別され得る。表示ルールルックアップテーブル400を使用して、コンピ
ューティングデバイスプロセッサは、対応する表示ルール406が「最終アクティブ関連ポ
ート」上でビデオを表示すべきであることを識別することができる。この表示ルール406
に基づいて、コンピューティングデバイスプロセッサは、ビデオを表示するためのインタ
ーフェースとして、最終アクティブ関連ポートを選択し、それに応じて、ビデオを表示す
ることができる。別の例として、送信者ID 402はUser_Cとして識別され得る。User_Cは、
メディアタイプ404に基づいて、複数の表示ルール406に関連付けられ得る。メディアタイ
プ404がオーディオクリップとして識別されるとき、「メインオーディオ出力」の表示ル
ール406を識別することができ、コンピューティングデバイスプロセッサは、オーディオ
クリップを表示するためのインターフェースとして、スマートフォンのイヤホンスピーカ
などのメインオーディオ出力を選択することができる。メディアタイプ404がビデオクリ
ップとして識別されるとき、「セカンダリディスプレイ」の表示ルール406を識別するこ
とができ、コンピューティングデバイスプロセッサは、ビデオクリップを表示するための
インターフェースとして、セカンダリディスプレイを選択することができる。メディアタ
イプ404がテキストメッセージとして識別されるとき、「メインディスプレイ」の表示ル
ール406を識別することができ、コンピューティングデバイスプロセッサは、テキストメ
ッセージを表示するためのインターフェースとして、メインディスプレイを選択すること
ができる。別の例として、送信者ID 402はUser_Dとして識別され得る。User_Dは、メディ
アタイプ404に基づいて、複数の表示ルール406に関連付けられ得る。メディアタイプ404
がオーディオクリップとして識別されるとき、「イヤーピース、それ以外の場合は出力な
し」の表示ルール406を識別することができる。コンピューティングデバイスプロセッサ
は、イヤーピースがコンピューティングデバイスに接続されているかどうかを判断するこ
とができる。イヤーピースが接続されている場合、オーディオクリップはイヤーピースを
介して表示され得る。イヤーピースが接続されていない場合、オーディオ出力なしを許可
することができ、オーディオクリップを再生することができない。メディアタイプ404が
テキストメッセージとして識別されるとき、「IMアプリケーション」の表示ルール406を
識別することができ、コンピューティングデバイスプロセッサは、テキストメッセージを
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表示するためのインターフェースとして、IMアプリケーションを選択することができる。
コンピューティングデバイスプロセッサは、IMアプリケーションを起動し、IMアプリケー
ション内でテキストメッセージを表示することができる。メディアタイプ404がビデオク
リップとして識別されるとき、「出力なし」の表示ルール406を識別することができ、コ
ンピューティングデバイスプロセッサは、表示ルール406がビデオの再生を許可しないの
で、インターフェースを選択することができない。さらなる例として、送信者ID 402はUs
er_Eとして識別され得、メディアタイプ404はビデオとして識別され得る。表示ルールル
ックアップテーブル400を使用して、コンピューティングデバイスプロセッサは、対応す
る表示ルール406が「接続された補助デバイス、それ以外の場合はメインディスプレイ」
上でビデオを表示するべきであることを識別することができる。この表示ルール406に基
づいて、コンピューティングデバイスプロセッサは、プロジェクタなどの接続された補助
デバイスが存在するかどうかを判断することができる。補助デバイスが存在する場合、コ
ンピューティングデバイスプロセッサは、ビデオを表示するためのインターフェースとし
て、補助デバイスを選択することができる。補助デバイスが存在しない場合、コンピュー
ティングデバイスプロセッサは、コンピューティングデバイスのメインディスプレイ上で
ビデオを表示し、ビデオを表示するためのインターフェースとして最終アクティブ関連ポ
ートを選択し、それに応じてビデオを表示することができる。別の例として、送信者ID 4
02はUser_Fとして識別され得、メディアタイプ404はビデオとして識別され得る。表示ル
ールルックアップテーブル400を使用して、コンピューティングデバイスプロセッサは、
対応する表示ルール406が「メインディスプレイおよびセカンダリディスプレイ」上でビ
デオを表示するべきであることを識別することができる。この表示ルール406に基づいて
、コンピューティングデバイスプロセッサは、ビデオを表示するためのインターフェース
として、メインディスプレイとセカンダリディスプレイの両方を選択することができ、両
方のディスプレイ上でビデオを表示することができる。
【００２８】
　図5は、方法500がグループ通信セッション中に表示ルールのユーザ構成を動的に有効化
することができることを除いて、図3を参照しながら上記で説明した方法300に類似した一
実施形態方法500を示す。一実施形態では、方法500の動作は、コンピューティングデバイ
ス(たとえば、スマートフォン)のプロセッサによって実行され得る。上記で説明したよう
に、ブロック201で、コンピューティングデバイスプロセッサはグループ通信セッション
に参加することができる。ブロック502で、コンピューティングデバイスプロセッサは、
現行の表示ルールを示すことができる。一実施形態では、現行の表示ルールは、グループ
通信セッション中のポップアップメニューのディスプレイ、ルールを示すアイコンのディ
スプレイ、または任意の他のユーザが知覚できる指示などのディスプレイを介してユーザ
に示され得る。このようにして、ユーザに現行の表示ルール設定を通知することができ、
表示ルールを再構成する機会を与えることができる。判断ブロック504で、コンピューテ
ィングデバイスプロセッサは、表示ルールが再構成されるべきであることを示すユーザ入
力が受信されたかどうかを判断することができる。一実施形態では、表示ルール再構成指
示は、表示ルールのうちの1つまたは複数を変更したいという希望を示す、コンピューテ
ィングデバイスのユーザからの入力であってもよい。一例として、表示ルール再構成指示
は、メディアタイプを変更するおよび/または1つもしくは複数の送信者IDに対してメディ
アが表示されるべきインターフェースを変更することができる。表示ルール再構成入力が
受信されなかった(すなわち、判断ブロック504=「No」)場合、ブロック202、204、302、3
04、210、208、および212で、コンピューティングデバイスプロセッサは、図3を参照しな
がら上記で説明した方法300の同様の番号のブロックの動作を実行することができる。表
示ルール再構成ユーザ入力が受信された(すなわち、判断ブロック504=「Yes」)場合、ブ
ロック506で、コンピューティングデバイスプロセッサは、ユーザ指示ごとに表示ルール
を再構成することができる。このようにして、表示ルールはグループ通信セッション中に
ユーザ構成可能であり得る。ブロック202、204、302、304、210、208、および212で、コ
ンピューティングデバイスプロセッサは、再構成された表示ルールが受信されたメディア
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を表示するためのインターフェースを選択するために使用され得ることを除いて、図3を
参照しながら上記で説明した方法300の同様の番号のブロックの動作を実行することがで
きる。メディアデータを受信する前に行われるものとして示されているが、ブロック502
、504、および506の動作はグループ通信セッション中にいつでも実行され得、その後受信
されたメディアは、再構成された表示ルールに基づいて表示され得る。
【００２９】
　図6は、方法600がグループ通信セッション中にインターフェース変更に応答して表示ル
ールの再構成を有効化することができることを除いて、図3を参照しながら上記で説明し
た方法300に類似した一実施形態方法600を示す。一実施形態では、方法600の動作は、コ
ンピューティングデバイス(たとえば、スマートフォン)のプロセッサによって実行され得
る。上記で説明したように、ブロック201で、コンピューティングデバイスプロセッサは
グループ通信セッションに参加することができる。ブロック602で、コンピューティング
デバイスプロセッサは、デバイスインターフェース変更の指示を受信することができる。
デバイスインターフェース変更の指示は、アプリケーションが開いたまたは閉じた、ディ
スプレイが追加されたまたは取り外された、補助デバイスが接続されたまたは接続解除さ
れた、ポートがアクティブ化されたまたは非アクティブ化されたという指示などの、イン
ターフェースのステータスが変わったという指示であってもよい。判断ブロック604で、
コンピューティングデバイスプロセッサは、インターフェース変更がルール再構成を必要
とするかどうかを判断することができる。一例として、イヤーピースが取り外されたとい
う指示は、コンピューティングデバイスプロセッサが、オーディオの出力をイヤーピース
に向けるすべてのルールがオーディオの出力をメインスピーカを介して向けるように修正
される必要があり得ると判断することをもたらし得る。表示ルール再構成が必要でない(
すなわち、判断ブロック604=「No」)場合、ブロック202、204、302、304、210、208、お
よび212で、コンピューティングデバイスプロセッサは、図3を参照しながら上記で説明し
た方法300の同様の番号のブロックの動作を実行することができる。表示ルール再構成が
必要である(すなわち、判断ブロック604=「Yes」)場合、ブロック606で、コンピューティ
ングデバイスプロセッサは、インターフェース変更ごとに表示ルールを再構成することが
できる。このようにして、表示ルールは、デバイスインターフェースの変更に基づいて通
信セッション中に動的に修正され得る。ブロック202、204、302、304、210、208、および
212で、コンピューティングデバイスプロセッサは、再構成された表示ルールが受信され
たメディアを表示するためのインターフェースを選択するために使用され得ることを除い
て、図3を参照しながら上記で説明した方法300の同様の番号のブロックの動作を実行する
ことができる。メディアデータを受信する前に行われるものとして示されているが、ブロ
ック602、604、および606の動作はグループ通信セッション中にいつでも実行され得、そ
の後受信されたメディアは、再構成された表示ルールに基づいて表示され得る。
【００３０】
　図7は、方法700では表示ルールがコンピューティングデバイスによってメディアの以前
の表示に基づいて動的に更新され得ることを除いて、図3を参照しながら上記で説明した
方法300に類似した一実施形態方法700を示す。一実施形態では、方法700の動作は、コン
ピューティングデバイス(たとえば、スマートフォン)のプロセッサによって実行され得る
。ブロック201、202、204、302、304、208、210、および212で、コンピューティングデバ
イスプロセッサは、図3を参照しながら上記で説明した方法300の同様の番号のブロックの
動作を実行し得る。ブロック702で、コンピューティングデバイスプロセッサは、メディ
アを表示するために使用される選択されたインターフェースの指示をコンピューティング
デバイスのメモリに記憶し得る。一例として、選択されたインターフェースに対応するハ
ッシュテーブル内の値は増分ベースであってもよい。ブロック704で、コンピューティン
グデバイスプロセッサは、選択されたインターフェースの記憶された指示に少なくとも部
分的に基づいて、表示ルールを更新することができる。このようにして、更新された表示
ルールが生成され得る。ブロック202、204、302、304、210、208、および212で、コンピ
ューティングデバイスプロセッサは、更新された表示ルールが受信されたメディアを表示
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するためのインターフェースを選択するために使用され得ることを除いて、図3を参照し
ながら上記で説明した方法300の同様の番号のブロックの動作を実行することができる。
このようにして、メディアが受信され表示されると、表示ルールが動的に更新されて、コ
ンピューティングデバイスが将来のメディア表示を改善するために機械学習技法を適用す
ることを可能にし得る。
【００３１】
　様々な実施形態は、様々なコンピューティングデバイスのいずれにも実装することがで
き、その一例が図8に示される。たとえば、コンピューティングデバイスはワイヤレスデ
バイス800(たとえば、スマートフォン)であってもよい。ワイヤレスデバイス800は、内部
メモリ804および810に結合されたプロセッサ802を含み得る。内部メモリ804および810は
、揮発性メモリまたは不揮発性メモリであってもよく、また、セキュアメモリおよび/も
しくは暗号化メモリ、または非セキュアメモリおよび/もしくは非暗号化メモリ、または
それらの任意の組合せであってもよい。プロセッサ802はまた、抵抗性感知タッチスクリ
ーン、静電容量感知タッチスクリーン、赤外線感知タッチスクリーンなどの1つまたは複
数のタッチスクリーンディスプレイ806に結合され得る。加えて、ワイヤレスデバイス800
のディスプレイは、タッチスクリーン機能を有する必要はない。加えて、ワイヤレスデバ
イス800は、プロセッサ802に結合されたワイヤレスデータリンクおよび/またはセルラー
電話トランシーバ816の1つまたは複数に接続され得る、電磁放射を送受信するための1つ
または複数のアンテナ808を有してもよい。ワイヤレスデバイス800はまた、ユーザ入力を
受信するための物理ボタン812aおよび812bを含み得る。ワイヤレスデバイス800はまた、
ワイヤレスデバイス800をオンオフするための電源ボタン818を含み得る。ワイヤレスデバ
イス800はまた、USBもしくはFireWire(登録商標)コネクタソケット、または、プロセッサ
802をネットワークに結合するための他のネットワーク接続回路などの、様々な補助デバ
イス(たとえば、外部ディスプレイ、プロジェクタ、追加のスピーカなど)へのデータ接続
を確立するための、プロセッサ802に結合された1つまたは複数のポート824を含み得る。
【００３２】
　上記で説明した様々な実施形態はまた、図9に示すラップトップコンピュータ910などの
様々なパーソナルコンピューティングデバイス内に実装され得る。多くのラップトップコ
ンピュータは、コンピュータのポインティングデバイスとして働くタッチパッドのタッチ
面917を含み、したがって、タッチスクリーンディスプレイを備える上記で説明したモバ
イルコンピューティングデバイスに実装されるものと同様のドラッグジェスチャ、スクロ
ールジェスチャ、およびフリックジェスチャを受信することができる。ラップトップコン
ピュータ910は通常、揮発性メモリ912と、フラッシュメモリのディスクドライブ913など
の大容量の不揮発性メモリとに結合されたプロセッサ911を含む。ラップトップコンピュ
ータ910はまた、プロセッサ911に結合されたフロッピー(登録商標)ディスクドライブ914
およびコンパクトディスク(CD)ドライブ915を含み得る。ラップトップコンピュータ910は
また、USBもしくはFireWire(登録商標)コネクタソケット、または、プロセッサ911をネッ
トワークに結合するための他のネットワーク接続回路などの、様々な補助デバイス(たと
えば、外部ディスプレイ、プロジェクタ、追加のスピーカなど)へのデータ接続を確立す
るための、プロセッサ911に結合された1つまたは複数のポート926を含み得る。ノートブ
ック構成では、コンピュータハウジングは、すべてがプロセッサ911に結合される、タッ
チパッド917、キーボード918、およびディスプレイ919を含む。加えて、ラップトップコ
ンピュータ910は、プロセッサ911に結合されたワイヤレスデータリンクおよび/またはセ
ルラー電話トランシーバ916の1つまたは複数に接続され得る、電磁放射を送受信するため
の1つまたは複数のアンテナ908を有してもよい。コンピューティングデバイスの他の構成
は、よく知られているように、(たとえば、USB入力を介して)プロセッサに結合されたコ
ンピュータマウスまたはトラックボールを含んでよく、それらはまた、様々な実施形態と
ともに使用され得る。
【００３３】
　プロセッサ802および911は、上記で説明した様々な実施形態の機能を含む、様々な機能
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を実行するようにソフトウェア命令(アプリケーション)によって構成され得る、任意のプ
ログラマブルマイクロプロセッサ、マイクロコンピュータ、または1つもしくは複数の多
重プロセッサチップであり得る。いくつかのデバイスでは、1つのプロセッサをワイヤレ
ス通信機能専用とし、1つのプロセッサを他のアプリケーションの実行専用とするなど、
複数のプロセッサが設けられてもよい。一般的には、ソフトウェアアプリケーションは、
それらがアクセスされ、プロセッサ802および911にロードされる前に、内部メモリ804、8
10、912、および913内に記憶され得る。プロセッサ802および911は、アプリケーションソ
フトウェア命令を記憶するのに十分な内部メモリを含み得る。多くのデバイスでは、内部
メモリは、揮発性メモリ、もしくはフラッシュメモリなどの不揮発性メモリ、または両方
の混合であり得る。本明細書では、メモリへの一般的な言及は、内部メモリ、またはデバ
イスに差し込まれるリムーバブルメモリと、プロセッサ802および911自体の中のメモリと
を含む、プロセッサ802および911によってアクセス可能なメモリを指す。
【００３４】
　上記の方法の説明およびプロセスフロー図は、単に説明のための例として提供され、様
々な実施形態のステップが表示された順序で実行されなければならないことを要求または
暗示するものではない。当業者によって諒解されるように、上記の実施形態におけるステ
ップの順序は、任意の順序で実行され得る。「その後」、「次いで」、「次に」などの語
は、ステップの順序を限定するものではなく、これらの語は、単に本方法の説明を通して
読者を案内するために使用される。さらに、たとえば、冠詞「a」、「an」または「the」
を使用する単数形での請求要素への任意の言及は、その要素を単数に限定するものとして
解釈されるべきではない。
【００３５】
　本明細書で開示する実施形態に関して説明する様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェ
ア、またはその両方の組合せとして実装され得る。ハードウェアおよびソフトウェアのこ
の互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、
およびステップについて、概してそれらの機能に関して上記で説明した。そのような機能
をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例およ
び全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者は、説明した機能を特定の適
用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決定は、本発明の範囲からの逸
脱を生じるものと解釈すべきではない。
【００３６】
　本明細書で開示する態様に関して説明する様々な例示的な論理、論理ブロック、モジュ
ール、および回路を実装するために使用されるハードウェアは、汎用プロセッサ、デジタ
ル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲー
トアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジ
スタ論理、個別のハードウェアコンポーネント、または、本明細書で説明する機能を実行
するように設計されたそれらの任意の組合せで、実装または実行され得る。汎用プロセッ
サはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはま
た、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組
合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセ
ッサ、または任意の他のそのような構成として実装され得る。代替として、いくつかのス
テップまたは方法は、所与の機能に固有の回路によって実行され得る。
【００３７】
　1つまたは複数の例示的な態様では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、非一時的コンピュータ可読
媒体または非一時的プロセッサ可読記憶媒体に記憶され得る。本明細書で開示する方法ま
たはアルゴリズムのステップは、非一時的コンピュータ可読記憶媒体またはプロセッサ可
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読記憶媒体上に常駐し得るプロセッサ実行可能ソフトウェアモジュール内で具現化され得
る。非一時的コンピュータ可読記憶媒体またはプロセッサ可読記憶媒体は、コンピュータ
またはプロセッサによってアクセスされ得る任意の記憶媒体であってよい。限定ではなく
例として、そのような非一時的コンピュータ可読媒体またはプロセッサ可読媒体は、RAM
、ROM、EEPROM、フラッシュメモリ、CD-ROMもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディ
スク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形式で
所望のプログラムコードを記憶するために使用され得るとともに、コンピュータによって
アクセスされ得る任意の他の媒体を含み得る。本明細書で使用される場合、ディスク(dis
k)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(CD)、レーザーディスク(登録商標)、光
ディスク、デジタル多用途ディスク(DVD)、フロッピー(登録商標)ディスク、およびブル
ーレイディスクを含み、ディスク(disk)は、通常、磁気的にデータを再生し、ディスク(d
isc)は、レーザーで光学的にデータを再生する。上記の組合せも、非一時的コンピュータ
可読媒体およびプロセッサ可読媒体の範囲内に含まれる。加えて、方法またはアルゴリズ
ムの動作は、コンピュータプログラム製品に組み込まれ得る、非一時的プロセッサ可読媒
体および/またはコンピュータ可読媒体上のコードおよび/または命令の、1つまたは任意
の組合せ、またはそのセットとして存在し得る。
【００３８】
　開示された実施形態の上記の説明は、いかなる当業者も本発明を作成または使用するこ
とを可能にするために提供される。これらの実施形態への様々な修正が当業者には容易に
明らかになり、本明細書で定義される一般原理は、本発明の趣旨および範囲を逸脱するこ
となく他の実施形態に適用され得る。したがって、本発明は、本明細書に示す実施形態に
限定されるものではなく、以下の特許請求の範囲ならびに本明細書で開示する原理および
新規の特徴に一致する最大の範囲を与えられるものである。
【符号の説明】
【００３９】
　　100　ワイヤレスネットワークシステム
　　102　コンピューティングデバイス
　　103　コンピューティングデバイス
　　104　コンピューティングデバイス
　　106　ワイヤレス送信機/受信機、ワイヤレスセルタワー、基地局
　　108　ワイヤレスデータネットワーク
　　110　ルータ
　　112　インターネット
　　114　サーバ
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月16日(2015.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グループ通信セッション中にコンピューティングデバイス上でのメディアの表示を管理
するための方法であって、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内でメディアデータ
を受信するステップであって、前記メディアデータが、前記メディアの送信者の識別子(
送信者ID)および前記メディアの表示に有用なデータを含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDおよび前記受信されたメディアデータに関連付けられたメディアタイプを識
別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップであって、前記表示ルールが前記通信セッション中に動的に変更可能であり
、前記受信されたメディアデータに関連付けられた前記メディアタイプを有する前記送信
者IDから受信されたメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデバ
イスのインターフェースを指定する、ステップと、
　前記識別された表示ルールで指定された前記コンピューティングデバイスの前記インタ
ーフェースを介して前記メディアを表示するステップと
を含む方法。



(24) JP 2016-505224 A 2016.2.18

【請求項２】
　前記識別された表示ルールが、前記送信者IDおよび前記メディアタイプに関連付けられ
たメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデバイスの第1のイン
ターフェース、および、前記第1のインターフェースが存在しない場合は、前記送信者ID
および前記メディアデータに関連付けられたメディアを表示するために使用するべき前記
コンピューティングデバイスの第2のインターフェースを指定し、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースが、前記第1のインタ
ーフェースが存在する場合は前記第1のインターフェース、または前記第1のインターフェ
ースが存在しない場合は前記第2のインターフェースを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記表示ルールがユーザ構成可能であり、前記方法が、
　ユーザ入力を受信するステップと、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザ入力を受信するステップおよび前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成
するステップが、前記グループ通信セッション中に遂行される、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記インターフェースが、ディスプレイ、イヤホン、スピーカホン、ポート、アプリケ
ーション、または補助デバイスのうちの1つまたは複数である、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記イン
ターフェースの指示を記憶するステップと、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースの前記記憶された指示
に少なくとも部分的に基づいて、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示
ルールを生成するステップと、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するステップであって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の識
別子(別の送信者ID)を含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するステップと、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
新しいメディアを表示するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記メディアタイプが、ピクチャ、テキストメッセージ、ビデオ、サウンド、多目的イ
ンターネットメール拡張(MIME)、解像度、フォーマット、またはファイル拡張子のうちの
1つまたは複数である、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用
される前記コンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るステップを
さらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
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　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用される前記コ
ンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るステップをさらに含む、
請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　コンピューティングデバイスであって、
　グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内でメディアデータを受
信するための手段であって、前記メディアデータが、メディアの送信者の識別子(送信者I
D)および前記メディアの表示に有用なデータを含む、手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDおよび前記受信されたメディアデータに関連付けられたメディアタイプを識
別するための手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するための手段であって、前記表示ルールが前記通信セッション中に動的に変更可能であ
り、前記受信されたメディアデータに関連付けられた前記メディアタイプを有する前記送
信者IDから受信されたメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデ
バイスのインターフェースを指定する、手段と、
　前記識別された表示ルールで指定された前記コンピューティングデバイスの前記インタ
ーフェースを介して前記メディアを表示するための手段と
を備えるコンピューティングデバイス。
【請求項１１】
　前記識別された表示ルールが、前記送信者IDおよび前記メディアタイプに関連付けられ
たメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデバイスの第1のイン
ターフェース、および、前記第1のインターフェースが存在しない場合は、前記送信者ID
および前記メディアデータに関連付けられたメディアを表示するために使用するべき前記
コンピューティングデバイスの第2のインターフェースを指定し、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースが、前記第1のインタ
ーフェースが存在する場合は前記第1のインターフェース、または前記第1のインターフェ
ースが存在しない場合は前記第2のインターフェースを備える、請求項10に記載のコンピ
ューティングデバイス。
【請求項１２】
　前記表示ルールがユーザ構成可能であり、前記コンピューティングデバイスが、
　ユーザ入力を受信するための手段と、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するための手段と
をさらに備える、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１３】
　ユーザ入力を受信するための手段が、前記グループ通信セッション中にユーザ入力を受
信するための手段を備え、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するための手段が、前記グループ通信
セッション中に前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するための手段を備える
、請求項12に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１４】
　前記インターフェースが、ディスプレイ、イヤホン、スピーカホン、ポート、アプリケ
ーション、または補助デバイスのうちの1つまたは複数である、請求項13に記載のコンピ
ューティングデバイス。
【請求項１５】
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記イン
ターフェースの指示を記憶するための手段と、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースの前記記憶された指示
に少なくとも部分的に基づいて、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示
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ルールを生成するための手段と、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するための手段であって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の
識別子(別の送信者ID)を含む、手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するための手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するための手段と、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するための手段と、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するための手段と、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
新しいメディアを表示するための手段と
をさらに備える、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１６】
　前記メディアタイプが、ピクチャ、テキストメッセージ、ビデオ、サウンド、多目的イ
ンターネットメール拡張(MIME)、解像度、フォーマット、またはファイル拡張子のうちの
1つまたは複数である、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１７】
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用
される前記コンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るための手段
をさらに備える、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１８】
　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用される前記コ
ンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るための手段をさらに備え
る、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１９】
　コンピューティングデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内でメディアデータを受
信するステップであって、前記メディアデータが、メディアの送信者の識別子(送信者ID)
および前記メディアの表示に有用なデータを含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDおよび前記受信されたメディアデータに関連付けられたメディアタイプを識
別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップであって、前記表示ルールが前記通信セッション中に動的に変更可能であり
、前記受信されたメディアデータに関連付けられた前記メディアタイプを有する前記送信
者IDから受信されたメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデバ
イスのインターフェースを指定する、ステップと、
　前記識別された表示ルールで指定された前記コンピューティングデバイスの前記インタ
ーフェースを介して前記メディアを表示するステップと
を含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、コンピューティング
デバイス。
【請求項２０】
　前記識別された表示ルールが、前記送信者IDおよび前記メディアタイプに関連付けられ
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たメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデバイスの第1のイン
ターフェース、および、前記第1のインターフェースが存在しない場合は、前記送信者ID
および前記メディアデータに関連付けられたメディアを表示するために使用するべき前記
コンピューティングデバイスの第2のインターフェースを指定し、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースが、前記第1のインタ
ーフェースが存在する場合は前記第1のインターフェース、または前記第1のインターフェ
ースが存在しない場合は前記第2のインターフェースを備える、請求項19に記載のコンピ
ューティングデバイス。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、前記表示ルールがユーザ構成可能であるように、プロセッサ実行可
能命令で構成され、
　前記プロセッサが、
　ユーザ入力を受信するステップと、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップと
をさらに含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項19に記
載のコンピューティングデバイス。
【請求項２２】
　前記プロセッサが、ユーザ入力を受信するステップおよび前記ユーザ入力に応答して前
記表示ルールを構成するステップが前記グループ通信セッション中に遂行されるように、
プロセッサ実行可能命令で構成される、請求項21に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、前記インターフェースが、ディスプレイ、イヤホン、スピーカホン
、ポート、アプリケーション、または補助デバイスのうちの1つまたは複数であるように
、プロセッサ実行可能命令で構成される、請求項22に記載のコンピューティングデバイス
。
【請求項２４】
　前記プロセッサが、
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記イン
ターフェースの指示を記憶するステップと、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースの前記記憶された指示
に少なくとも部分的に基づいて、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示
ルールを生成するステップと、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するステップであって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の識
別子(別の送信者ID)を含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するステップと、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
新しいメディアを表示するステップと
をさらに含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項19に記
載のコンピューティングデバイス。
【請求項２５】
　前記プロセッサが、前記メディアタイプが、ピクチャ、テキストメッセージ、ビデオ、
サウンド、多目的インターネットメール拡張(MIME)、解像度、フォーマット、またはファ
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イル拡張子のうちの1つまたは複数であるように、動作を実行するためのプロセッサ実行
可能命令で構成される、請求項19に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２６】
　前記プロセッサが、
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用
される前記コンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るステップを
さらに含む動作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項19に記載
のコンピューティングデバイス。
【請求項２７】
　前記プロセッサが、
　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用される前記コ
ンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るステップをさらに含む動
作を実行するためのプロセッサ実行可能命令で構成される、請求項19に記載のコンピュー
ティングデバイス。
【請求項２８】
　グループ通信セッション中にコンピューティングデバイス内でメディアデータを受信す
るステップであって、前記メディアデータが、メディアの送信者の識別子(送信者ID)およ
び前記メディアの表示に有用なデータを含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信されたメディアデータに関連付けられた
前記送信者IDおよび前記受信されたメディアデータに関連付けられたメディアタイプを識
別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記送信者IDに関連付けられた表示ルールを識別
するステップであって、前記表示ルールが前記通信セッション中に動的に変更可能であり
、前記受信されたメディアデータに関連付けられた前記メディアタイプを有する前記送信
者IDから受信されたメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデバ
イスのインターフェースを指定する、ステップと、
　前記識別された表示ルールで指定された前記コンピューティングデバイスの前記インタ
ーフェースを介して前記メディアを表示するステップと
を含む動作をプロセッサに実行させるように構成されたプロセッサ実行可能命令を記憶し
た非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記識別された表示ルールが、前記送信者IDおよび前記メディアタイプに関連付けられ
たメディアを表示するために使用するべき前記コンピューティングデバイスの第1のイン
ターフェース、および、前記第1のインターフェースが存在しない場合は、前記送信者ID
および前記メディアデータに関連付けられたメディアを表示するために使用するべき前記
コンピューティングデバイスの第2のインターフェースを指定し、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースが、前記第1のインタ
ーフェースが存在する場合は前記第1のインターフェース、または前記第1のインターフェ
ースが存在しない場合は前記第2のインターフェースを備える、請求項28に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記表示ルールがユーザ構成可能であるよ
うに、動作をプロセッサに実行させるように構成され、
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　ユーザ入力を受信するステップと、
　前記ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップと
をさらに含む動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項３１】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、ユーザ入力を受信するステップおよび前記
ユーザ入力に応答して前記表示ルールを構成するステップが前記グループ通信セッション
中に遂行されるように、動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項30に記
載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記インターフェースが、ディスプレイ、
イヤホン、スピーカホン、ポート、アプリケーション、または補助デバイスのうちの1つ
または複数であるように、動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項31に
記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　前記メディアを表示するために使用される前記コンピューティングデバイスの前記イン
ターフェースの指示を記憶するステップと、
　前記メディアを表示するために使用される前記インターフェースの前記記憶された指示
に少なくとも部分的に基づいて、前記識別された表示ルールを更新して、更新された表示
ルールを生成するステップと、
　前記グループ通信セッション中に前記コンピューティングデバイス内で新しいメディア
データを受信するステップであって、前記新しいメディアデータが、前記送信者の別の識
別子(別の送信者ID)を含む、ステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータに関連付け
られた前記別の送信者IDを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記受信された新しいメディアデータの新しいメ
ディアタイプを識別するステップと、
　前記コンピューティングデバイス内で前記別の送信者IDおよび前記新しいメディアタイ
プに関連付けられた前記更新された表示ルールを識別するステップと、
　前記識別され更新された表示ルールに基づいて、前記新しいメディアを表示するための
前記コンピューティングデバイスの別のインターフェースを選択するステップと、
　前記コンピューティングデバイスの前記選択された別のインターフェースを介して前記
新しいメディアを表示するステップと
をさらに含む動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３４】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記メディアタイプが、ピクチャ、テキス
トメッセージ、ビデオ、サウンド、多目的インターネットメール拡張(MIME)、解像度、フ
ォーマット、またはファイル拡張子のうちの1つまたは複数であるように、動作をプロセ
ッサに実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒
体。
【請求項３５】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　前記コンピューティングデバイスから、前記識別された送信者IDに関連付けられた送信
者に関連付けられたコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用
される前記コンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るステップを
さらに含む動作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時的
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、
　前記コンピューティングデバイスから、前記グループ通信セッションに参加するすべて
の他のコンピューティングデバイスに、前記メディアを表示するために使用される前記コ
ンピューティングデバイスの前記インターフェースの指示を送るステップをさらに含む動
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作をプロセッサに実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時的コンピュータ
可読記憶媒体。
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